
「平成30年7月豪雨」の被災地で
給水支援に向けた準備を進めています

（独）水資源機構では、「平成30年7月豪雨」の被災地への
給水のため、広島県三原市の三原港（別紙１）に、海水を淡
水化して給水する可搬式浄水装置２機（別紙２）及び職員を
派遣しました。
１号機は７月12日に現地に到着し装置の据付けを完了、現
在、装置の試運転を行っています。２号機は７月13日午前に
広島県呉港に到着し、午後に現地到着予定です。
今後、試運転及び水質検査の結果を踏まえ、給水を開始す

る予定ですが、給水開始の目途等については、水資源機構の
ホームページ、facebook、Twitterでお知らせいたします。
【給水支援の場所】

広島県三原市三原港（内港西物揚場）

【給水能力】

１号機：日量３５㎥（ポリタンク(18L)換算で約1,900個分）

２号機：日量５０㎥（ポリタンク(18L)換算で約2,700個分）

※１：給水能力は24時間稼働した場合の数値であり、実際の給水量は、装置の稼働時間で

変わります。

※２：現地での取材については安全管理のため、日没までにお願いします。

※３：給水支援の場所は、現地で広島県企業局と調整した結果、三原市三原港に変更と

なりました。
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問い合わせ先
【全般について】

独立行政法人 水資源機構

総務部広報課 課長 河合
かわ い

電 話：０４８（６００）６５１３

経営企画部企画課 課長補佐 前田、黒木
まえ だ くろ き

電 話：０４８（６００）６５５１

住 所：埼玉県さいたま市中央区新都心１１－２

【現地での取材について】

関西・吉野川支社 吉野川本部

総務課 課長 篠原
しのはら

電 話：０９０（１５７５）６５１２



広島県の三原港に可搬式浄水装置及び職員を派遣 

可搬式浄水装置１号機  （日量３５m3） １基 

可搬式浄水装置 
設置場所 

（内港西物揚場） 

地理院地図 

地理院地図 

別紙１ 

（設営作業） （試運転状況） （可搬式浄水装置設置） 
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